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1 『よくわかる発達心理学 第 2 版』無藤隆,岡本祐子,大坪治彦 編著 ミネルヴァ書房 2004 p.33 
2 注１文献 p.46 






























































































































の軌跡」『現代スペイン・リアリズムの巨匠 アントニオ・ロペス展』美術出版社 2013 p.150 









































7 加藤周一「夕陽妄語 モランディ の世界」『朝日新聞』1990 5.15 夕刊 















































































































































図 8 遠山繁年『月夜のでんしんばしら』絵本 1989 年 





























































9 伊藤亜紗『目の見えない人は世界をどう見ているのか』光文社 2015 
































































































13 注 12 文献 p.191 






















































































































図 11  古山結「澱」木製パネル、雲肌麻紙、岩絵具、水干絵具、 
















図 13 古山結「たくさんだ」 木製パネル、雲肌麻紙、岩絵具、水干絵具、墨、箔 

















図 14 古山結「道連れ」木製パネル、雲肌麻紙、岩絵具、水干絵具、銀箔、膠 
























































図 16   Not unrelated  ライブパフォーマンス風景  gallery Arai associates 2016 
図 17  Not unrelated ライブパフォーマンス風景  gallery Arai associates 2016 
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図 18 古山結 Not unrelated  ライブドローイング
の風景  gallery Arai associates 2016 
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図 22 ロダン「正面向きのカンボジアの踊り子」 


















図 23 ロダン「横臥する裸婦,両腕と両脚を折りたたんで」 
黒鉛、水彩、クリーム色の切り抜いた紙 






























15 静岡県立美術館 フランス国立ロダン美術館「ロダンの水彩画とデッサン」展 高橋幸次翻訳監修 静岡県立美術、
現代彫刻センター 1999 p.117 




































図 25 村瀬恭子「shade」キャンバス、油彩 










































































































































図 28 古山結「touch」木製パネル、雲肌麻紙、岩絵具、水干絵具、膠  
































































































図 29 古山結「sleep」木製パネル、雲肌麻紙、岩絵具、水干絵具、 




























と考えていたが、実際には、図 30 から図 31 へと変化する間に、いくつかのドローイングを
行っている（図 32）。制作の途中でドローイングを行い、画面と描く際の感覚やイメージを、
その都度擦り合わせて描いていく方法を行なうことにした。 































図 32 古山結 ドローイング 鉛筆 水彩 紙  
20×15cm 2019 




























































の作例である。図 34 は、 初に制作した変形のパネルである。正面から見た形を柔らかく
する試みで、いびつな形を作り出すためにベニヤに直に形を描き、切り抜いて作成した。 
図 33 古山結「あなたに会えて嬉しい」木製パネル、和紙、岩絵具、墨、水干絵具、アクリル
絵具、33.3×53cm 2019  
49 
図 34 古山結「泳ぐ」ベニヤ、スタイロフォーム、宇陀紙、岩絵具、水干絵具、雲
母 横幅最大 23cm 縦幅最大 17cm 2020  
図 35 古山結「花束」ベニヤ、スタイロフォーム、宇陀紙、岩絵具、水干絵
















































































図 37 古山結 展示風景 2020 年 
52 
図 38 古山結「あな」ベニヤ、スタイロフォーム、和紙、岩絵具、水干絵具、 




























































 この作品の制作では、通常の、画面に対して垂直な側面の支持体を使用した（図 40）。 
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図 40 支持体図 
55 
図 42 古山結 ドローイング 紙、鉛筆、水彩、 



























































16 片山令子 夏のかんむり 村松書館 1988 p49 
図 43 提出作品１－制作過程２ 
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 図 46 提出作品２－制作過程１ 
59 
図 48 古山結 ドローイング 紙 スタイロフォーム、
鉛筆、クレヨン 15×9cm 2020 































































図 50 古山 結「からだの中にあることば－嵐の日」 
ベニヤ スタイロフォーム 和紙 岩絵具 アクリルガッシュ 
117.8×90cm 2020 
 
































図 53 古山結 ドローイング 和紙、紙、コンパネ、鉛筆、水彩 
20×26cm 2020 
図 52 古山結 ドローイング  










































































図 55 古山結「からだの中にあることば－ぬかあめ」木製パネル 和紙 岩絵具 水干絵具 雲母 箔 
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